泳合会水泳部ＯＢ／ＯＧの皆様へ

　紺碧の空は爽快の一言に尽きる季節となりましたが、皆様におかれましてはご健勝の事と存じ上げます。今年もこの会報をお送りさせていただく季節＝シーズンインになりました。ここ数年の目標は、全国高専大会の総合優勝連覇（8連覇）です。昨年度高専体育大会50周年史というものが作成され、全国大会が行われている14種目を優勝や出場などを点数化し、各種目ごとに学校順位をつけ、また、50年間の学校別総合順位を付けたものが配布されました。その中で水泳競技は、本校が2位以下を大きく離してトップですが、学校別順位でも神戸高専が他校を押さえトップとなっております。その50周年史を見ると、過去に卓球で8連覇した学校があり（バドミントンで8連覇後男女が別々に得点化されたての10連覇みたいなものもあります）、今年の頑張り次第ではそれに並ぶことが出来そうです。近年の神戸高専の部活動は盛んになっており、運動部も全国で上位に入ることが多くなっていますし、ロボコンやソーラーカーなども全国連続出場だけでなく上位に食い込むなど、運動部以外も活発になっています。ただ、この陰には、勤務時間外となる部活動指導（ボランティア）が、仕事改革で規制される方向に動きつつあり、神戸高専の良さが無くなるのではないかと危惧しているところです。
　今年は8連覇、そして12回目の優勝を目指して頑張りたいと思います。今年も新戦力が入りました。いろいろとご報告があります。是非、最後まで目を通していただけると幸甚です。

＜全国高専大会報告＞

　平成30年度の全国高専大会は、佐世保高専主幹で行われました。この大会より、念願の2日間開催となり、女子の種目が50ｍバタフライ、50ｍ背泳ぎ、100ｍ平泳ぎ、100ｍ自由形、200ｍリレーという5種目から、バタフライと背泳ぎが50ｍから100ｍ種目に変更され、50ｍ自由形、200ｍ個人メドレーと200ｍメドレーリレーの3種目が新たに加わり8種目となりました。女子の競技力が高い本校にとっては、追い風が吹いている状況での大会となりました。

　しかし、蓋を開けてみると1つ目の予選レースで女子200ｍメドレーリレーがトップ通過にもかかわらず、引継ぎ違反で失格となり、ビデオを確認後抗議をしましたが受け入れてもらえず、嫌な雰囲気でスタートしてしまいました。2日間開催ですが、1日目に全ての予選、そしてメドレーリレーと男子400ｍ自由形だけが決勝も行い、それ以外の種目は2日目に決勝を実施する変則的な大会となっています。1日目は、男女のメドレーリレーで得点を取って大きくリードする予定でしたが、女子が失格し、男子のメドレーリレーも6位と他校の勢いに押され、意気揚々ではなく意気消沈の1日目となりました。
　2日目は、決勝レースのみですので、半日で終わるスケジュールの中、個人2種目とリレーに出場する選手が数名おり、休息する時間もなく自分との戦いとなりましたが、なんとか総合優勝を勝ち取り、7連覇することができました。ただ、これまで神戸高専にはトップ選手は不在でしたが、リレー種目の4名になると総合力で上位に食い込んでいましたが、他校も4名を揃えるチームが増え、男子メドレーリレーは6位、リレーは3位とこれまでにない結果となり、今年は得点が2倍になるリレー種目の強化が連覇の鍵となると感じています。また、3年生以上の女子は9名と頼もしい状況ですが、2年生以下は2名しかおらず、女子種目が増えた今、女子の入部が減っているのも数年後には響く状況となり、ここ数年は女子が得点を稼ぎ総合力に貢献しているが、数年後には男子が得点を稼ぎ総合力に貢献しないといけない現実が見えています。
　　　　　2005年　準優勝（1点差）　　　　　    
　
　　優勝（福島高専）
　　　　　2006年　優勝（30点近くの大差）　      
　　準優勝（福島高専）
　　　　　2007年　優勝（3点差）　               
　　準優勝（福島高専）　　
　　　　　2008年　準優勝（ﾘﾚｰで逆転1点差負け）  　　　　　優勝（福島高専）
　　　　　2009年　優勝（3点差）　　　　　       
　　準優勝（福島高専）
  　　　　2010年　優勝（2位と47点差ﾀﾞﾌﾞﾙｽｺｱｰ） 
　　準優勝（福島高専）
　　　　　2011年　3位（松江78点　鈴鹿68点　神戸58点）　優勝（松江高専）
　　　　　2012年　優勝104点（1点差）           
　　準優勝（松江高専）
　　　　　2013年　優勝136点（松江97点　福島76点）　　　準優勝（松江高専）
　　　　　2014年　優勝156点（松江104点、鈴鹿59点）　　 準優勝（松江高専）
　　　　　2015年　優勝132点（松江92点、福島85点）　　　準優勝（松江高専）
　　　　　2016年　優勝132点（松江103点、福島70点）　　 準優勝（松江高専）
　　　　　2017年　優勝133点（松江127点、福島61点）　　 準優勝（松江高専）　

　　　　　2018年　優勝148点（松江78点、小山65点）　　　準優勝（松江高専）　

１．ご寄付に関する報告

毎年多くの方々からご寄付をいただき、本当に感謝しております。下記に会計を掲載しておきます。寄付金につきましては、本年もこの会報の郵送代や学生の活動に支援させていただきました。学生も部費を毎月出したり、マスターズ大会の運営を手伝ったり、高専祭での儲けを部費に組み入れたりして自分達でも資金作りを行っています。
本年もＯＢの方々で寄付ご賛同いただけるようでしたら、ご協力御願いしたいと思います。尚、強制ではございません。金額についてもご寄付についても余裕ある時に御願いできたらと考えています。主旨ご理解いただき、水泳部のご支援をお願いいたします。

　郵便局　　記号－１４３６０  　番号－４２１０２４１　名義－神戸高専水泳部

　三井住友銀行　神戸学園都市出張所　　普通－３５３７６８４　　名義－神戸市立工業高等専門学校水泳部

平成30年度　水泳部収支決算報告書

　＜収入の部＞           　　　　＜支出の部＞
　繰越金･･････169,388円　

ドーム補習費････････30,000円
　ＯＢ寄付････249,138円　　　　
会報切手代･･････････18,040円
　利子･･････････    1円　　　　
全国高専援助金････ 130,000円（26名5,000円）
　　　　合計　418,527円　　　
全国国公立援助金･･･ 20,000円（4名5,000円）
　　　　　　　　　　　　　　　　 Ipad修理費………… 10,000円
　　　　　　　　　　　　　　　　 追いｺﾝ援助･･････････16,000円 (8名2,000円)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　224,040円
＜平成31年度繰越＞　　　繰り越し金　194,487円

　

　近年、本校水泳部の競技力が向上し、近畿高校新人戦や全国国公立大学選手権に出場する選手が出てきています。また、日頃の公式大会にも参加するようになり、大会参加費も積み重なると大きな金額になり、保護者の負担が増している状況です。学生自身は、マスターズ大会のお手伝いを実施したり、高専祭での売り上げを部費に加えたり、自分たちでも活動をしていますがそれでも厳しい状況は続きます。ご寄付いただいたものは、今年も学生の遠征費補助として利用させていただきたいと思います。今年は全国高専大会が広島、全国国公立大学選手権が鹿児島となっております。
２．水泳部活動状況

1）新入部員13名が（男子10名・女子1名・女子マネージャー2名）入りました。女
　 子学生は数年前には5年間で4名揃うかどうかと言う状況でしたが、現在は高校の
　 学年で選手7名、マネージャー5名の12名です。大学生が4名、専攻科生が2名
   いますので総勢18名の女子水泳部員がいます。現在の部員総勢は、専攻科生2名(女 

   子2名)・5年生8名（女子1名）・4年生10名（女子3名）・3年生12名（女子7  

   名）・2年生13名（女子3名）・1年生13名（女子3名）の総勢58名です。顧問
   は、引き続き田口秀文（機械工学科）福井智史（機械工学科）小矢美晴（電子工学
   科）石原のり子（一般科国語）寺田雅裕（一般科体育）です。
2）昨年に続き、兵庫県のスポーツ表彰金賞・神戸市のスポーツ表彰やユース賞など、
   数々の表彰式に参加しました。
　 3）平成30年度近畿高専大会は、総合優勝17連覇することができました。
   4）神戸市高校大会で男女とも総合優勝しました。トップ選手はいませんが、総合力で勝ち取りました。神戸市立高校大会ではなく、神戸市内高校大会です。この3年間は、男女とも準優勝が2回、優勝が1回です。いずれも準優勝の時は須磨学園が出場しており、優勝の時は須磨学園が出場していませんでした。神戸市内でもトップの学校に成長しました。
 5）平成31年度大会日程


6月21・22・23日
県高校総体（ポートアイランドスポーツセンター）

6月29・30日　　
国公立関西大学選手権

7月14日　　　　　 
近畿高専大会（神戸高専）

8月9・10日　
神戸市高校大会（ポートアイランドプール）

8月10・11日　　　 全国国公立大学選手権（鹿児島）

8月11日　         
水泳部ＯＢとの交流会（神戸高専）13：00～　

8月24・25日　　　
全国高専大会（広島）

9月7・8日　  
県高校Ｊｒ大会（ポートアイランドプール）

３．水泳部OB交流会　　
　全国国公立大会と重なっていますが、この日程でしか開催が出来ません。ここ数年、寺田は全国国公立大会に帯同していますが、今年度は神戸市高校大会に帯同し、OB会には参加する予定です。

　昨年から神戸高専は疑似セメスタ制を導入し、夏休みまでに前期が終わる学校形態に変わっています。その関係で8月初めまで授業があり、その後、前期末試験となります。概ね8月10日辺りまで前期の予定が入っており、1週間前であれば、テスト期間中になったりします。詳しくは別紙案内をご覧ください。
４．訃報のお知らせ
　皆様には、悲しいお知らせです。私の前任である古田菊夫先生が、平成31年2月12日に急逝されました。ご家族からのメッセージを合わせてお送りします。本当に急なことで、皆様にはご連絡で来ていない状況もあります。申し訳ありませんでした。

　改めてご冥福をお祈りしたいと思います。
神戸高専水泳部 OB 会のご案内
　拝啓 薫風の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。　

　さて、毎年恒例の水泳部 OB 会を今年も開催させていただきます。昼の部では神戸高専のプールにて現役と交流し、夜の部では世代を超えて親交を深めていただければと思います。皆様お誘い合わせの上、ご出席くださいますようお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
記
1.日時 2019 年 8 月 11 日(日)

　　昼の部 時間：13 時 00 分～15 時 30 分
　　　　　　　会場：神戸高専プール
　　夜の部 時間：19 時 00 分～21 時 00 分
　　　　　　　集合時間：18 時 50 分
　　　　　　　集合場所：阪急三宮西口 マクドナルド前（下図参照）
SHAPE  \* MERGEFORMAT



2.会費 4,000 円程度（夜の部）
3.出欠の連絡について
　準備の都合上、OB 会に参加される方は「r111431@g.kobe-kosen.ac.jp」（宮脇宛）に メールにて卒業年度・名前・電話番号・参加の旨の 4 点を記載の上、6 月 30 日(日)まで にお知らせください。夜の部の詳細は決定次第、掲示板「裏 神戸高専水泳部 OB 会（泳合会）」http://8121.teacup.com/ktcscob/bbs にてご連絡いたします。ご参加いただける方は 当日までのご確認をよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上 幹事  KC49   宮脇敦大
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